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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ホットの１
2018年の明治維新150周年に向けて，館長講演会を以下のとおり開催します。皆さんのお越しをお

待ちしています。

○講 師 県立図書館長 原口 泉

○演 題 薩摩と長州の教育～お文の「花燃ゆ」～

○日 時 平成26年12月14日（日） 午後１時30分～午後３時25分（受付 午後１時から）

○場 所 県立図書館１階大研修室

○申込方法 電話，ＦＡＸまたは，直接カウンターへお申し込みください。

※定員１８０名に達し次第締め切ります。

○問合せ先 資料課

ＴＥＬ 099-224-9515

ＦＡＸ 099-224-5824

ホットの２

「子どもたちに，どんな本を読んであげたらいいのだろう」と迷ったことはありませんか。

そんな時に活用していただきたいのが，子どもたちが大人になるまでに読んでもら

いたい本を鹿児島県立図書館の職員が選んだ「にじいろのほん」です。

子どもたちの成長に合わせて，にじと同じ７つの色で対象年齢や学年を表していま

す。どの本も自信をもってお勧めできる本です。ぜひ，手にとって子どもたちに読ん

であげたり，勧めたりしてください。書名を知りたい方は，当館ホームページを御覧

ください。児童文化室には，展示コーナーも設けています。

あかいろ・・・・０歳～ あおいろ・・・・３歳頃～ ももいろ・・・・１年生～

みどりいろ・・・３年生～ きいろ・・・・・５年生～ みずいろ・・・・中学生～

むらさきいろ・・すべての子ども（むかしばなし）

※年齢・学年はあくまでも目安です。子どもの興味・関心に合わせてお読みください。

ホットの3
○ 鹿児島県図書館大会のため，平成26年11月19日（水）は休館します。

○ 蔵書点検のため，平成26年11月26日（水）から12月５日（金）まで休館します。

・ 11月５日（水）から11月24日（月）までの期間は，一般閲覧室・児童文化室とも10冊まで借

りることができます。

・ 11月５日（水）から11月15日（土）までの期間に借りた本の返却期限は，12月６日（土）と

なります。

・ 休館中の返却は，ブックポストを御利用ください。

（ブックポストは，県立図書館正面入口，県立図書館学習室入口，県庁１階に設

置しています。）
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● 第３回県立図書館ボランティア活動説明会 11月21日(金)

県立図書館でのボランティアに興味・関心のある方を対象

に，先輩ボランティアが活動内容を説明。

● 一般閲覧室ミニ展示 12月６日(土)～１月７日(水)

「手紙を書こう！」手紙の書き方などに関する本

の紹介。

● 児童文化室ミニ展示 12月６日(土)～12月21日(日)

「ふゆいろがいっぱい！」雪や冬の遊び，お正

月，干支など冬に関する本の紹介。

県立図書館に届いた

《一般書》１１月７日（金） 《児童書》１１月２３日（日）

図書館カレンダー

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時
*ヒント*

※ 児童文化室は19時まで
あらしのひに，ピカッとひかってゴロゴロなるよ。

日曜日・祝日（斜字体）: ９時～17時

は，休館日。

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜 15時30分～16時）。

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。

は，一般閲覧室新着図書の日（11月18日,12月６日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（11月23日）。

『あらしのよるに』

きむらゆういち/さく あべひろし/え 講談社

あらしのよるに，まっくらなこやでであった
ヤギとオオカミ。おしゃべりするうちになかよ
くなった２ひきが，おなじようににがてにして
いたのは，なんのおとだったかな？あああああ

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，12月12日（金）までに入れてください。正解者
はこ い せいかいしや

のなかから抽 選で２０人にしおりなどのプレゼントを差し上げ
ちゆうせん にん さ あ

ます。

前回の答えは「みずあそび」でした。たくさんのご応募あり
ぜんかい こた おう ぼ

がとうございました。

先日，「おはなしのじかん」の際に絵本の読

み聞かせや紙芝居を行いました。その中で見せ

る子どもたちの輝く瞳や笑い声，一緒に来られ

たお母さん方の我が子に向ける温かいまなざし

に，読み手の私も微笑ましい気持ちになりまし

た。今，まさに読書の秋です。家庭での本をと

おしたふれあいで，それぞれの家庭が笑顔と優

しい気持ちでいっぱいになればいいなと思いま

した。

今回紹介をしていただいた宝本は，きもとももこ作の『うずらちゃんのかくれんぼ』
（福音館書店）です。

わがやの３人の子どもたちに，幼少期によく読んであげた絵本です。「もういいか

い。」「まあだだよ。」の繰り返しがメインの本ですが，何度読んでも「どこにかくれた

のかな？」と言うと，３人そろって必死にうずらちゃん・ひよこちゃんを探す姿がおもし

ろくかわいらしかったです。

これからどんどん大きくなっても，時々親子で読み返したいと思います。

○『かごしま俳句紀行』上迫和海／著 南日本新聞社

○『鹿の王』上下巻 上橋菜穂子／著 KADOKAWA

○『ウイスキー一筋に生きてきた男，竹鶴政孝。』

マガジンハウス

○『庭師とあるく京の隠れ庭』小埜政章／著 平凡社

○『ピカソの陶芸』パブロ・ピカソ／著 パイインタ-ナショナル

○「きみはぼくだね」かさいまり/作 岡田千晶/絵 ひさかたチャイルド

○「森からのよびごえ」 市川里美/作 BL出版

○「いろはのあした」 魚住直子/作 北見葉胡/絵 あかね書房

○「本について授業をはじめます」 永江朗/著 少年写真新聞社

○「5アンペア生活をやってみた」 斎藤健一郎/著 岩波書店


